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【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】

　 ブ ラ ジ ル 産 プ ロ ポ リ ス 原 塊 1グ ラ ム を 粉 砕 し 、 木 屑 な ど の ゴ ミ を 除 去 し た 後 、 抽 出 剤 と
し て （ Ａ ） エ タ ノ ー ル 99.5%＋ 残 部 水 、 （ Ｂ ） エ タ ノ ー ル 80％ ＋ 水 20％ 、 （ Ｃ ） エ タ ノ ー
ル 50％ ＋ 水 50%、 （ Ｄ ） 水 、 ま た は （ Ｅ ） グ リ セ リ ン 80%＋ 水 20%（ ミ セ ル 化 抽 出 液 ） の そ
れ ぞ れ 3mlを 用 い て 、 す り 鉢 で 磨 り 潰 し 、 ３ 日 間 室 温 で 攪 拌 し た 。 そ の 混 合 物 を 絞 り 、 フ
ィ ル タ ー （ ６ μ mメ ッ シ ュ ） し て 得 ら れ た 上 清 を 各 プ ロ ポ リ ス 抽 出 物 と し た 。 そ の 抽
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出 物 を 濃 縮 後 、 エ タ ノ ー ル で 希 釈 す る こ と に よ り 固 形 分 濃 度 が 20％ （ W／ W） ） に な る よ う
に 調 整 し た 。 市 販 さ れ て い る ア ル テ ピ リ ン Cを 標 品 と し て 、 HPLCに よ る 分 析 を 行 い 、 こ れ
ら 5種 の プ ロ ポ リ ス 抽 出 物 に 含 ま れ る ア ル テ ピ リ ン Cを 定 量 し た 。
　 そ れ ぞ れ の 抽 出 剤 を 用 い て 得 ら れ た プ ロ ポ リ ス 抽 出 物 の 有 効 成 分 の 量 を 表 ２ に 示 し 、 さ
ら に 、 ア ル テ ピ リ ン Ｃ の 含 有 量 を 図 １ に 示 す 。 な お 、 表 ２ に 示 す 各 成 分 の 量 は 次 の よ う に
し て 求 め た も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ９ 】

　 ア レ ク リ ン の 新 芽 １ グ ラ ム に 抽 出 剤 と し て ３ mlの エ タ ノ ー ル 80%と 水 20%を 加 え 、 す り 鉢
で 磨 り 潰 し 、 ３ 日 間 室 温 で 攪 拌 し た 。 そ の 混 合 物 を 絞 り 、 フ ィ ル タ ー （ ６ μ mメ ッ シ
ュ ） し て 得 ら れ た 上 清 を ア レ ク リ ン 抽 出 物 （ １ 番 絞 り ） と し た 。 さ ら に 、 そ の 絞 り 残 渣 に
前 記 抽 出 剤 を 加 え 、 同 様 に 抽 出 し た （ ２ 番 絞 り ） 。 最 終 的 に 、 こ れ ら の 抽 出 物 を 混 合 し 、
試 験 用 の ア レ ク リ ン 抽 出 物 と し た 。 実 施 例 １ と 同 様 に し て Ｍ Ｍ Ｐ 活 性 の 阻 害 率 を 測 定 し 、
Ｍ Ｔ １ － Ｍ Ｍ Ｐ に 対 す る Ｉ Ｃ 5 0 （ mg／ ml） を 算 出 し た と こ ろ 、 0.047で あ っ た 。
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